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平成２７年度の 決　算 をお知らせします
　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
決
算
額

と
比
較
し
て
、
３
億
９
、９
４
９
万
円
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
で
は
、
市
税【
表
１
】に
お
い

て
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
３
年

ご
と
の
評
価
替
え
の
影
響
を
受
け
、
４
、

５
４
１
万
円
の
減
収
と
な
り
、
市
税
収
納

率
の
向
上
に
努
め
た
も
の
の
、
市
税
全
体

で
は
２
、３
９
９
万
円
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
債
に
お
い
て
も
、
臨
時

財
政
対
策
債
借
入
額
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
５
億
３
、９
７
０
万
円
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が
、
制

度
改
正
に
と
も
な
い
、
４
億
４
、９
８
３
万

円
の
増
額
と
な
る
と
共
に
、
地
方
交
付

税
が
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
、

１
億
５
、４
８
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
で

は
、
地
方
創
生
事
業
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、

３
億
６
、３
３
１
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。

◎
一
般
会
計
は
、６
年
連
続
の
黒
字
決
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
が
２
６
７
億
４
、２
８
４
万
円
、
歳
出
決
算
額
が
２
５
４
億
６
、３
１
４
万

円
で
あ
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
６
、８
３
９
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
12
億
１
、１
３
１
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
実
質
収
支
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
６
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」
や「
教
育
施
設
耐
震
補
強
事
業
」、「
観
光
事
業
」
な
ど
の
継
続
事

業
に
加
え
て
、「
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業
」、「
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
事
業
」
な
ど
、
新
た
な
行
政
課
題
に
取
り
組
む
と

共
に
、
新
庁
舎
の
建
設
や
、
将
来
の
行
政
需
要
に
備
え
て
、
基
金
へ
の
積
み
立
て
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

前
年
度
比　
1.5
％
増

２
６
７
億
４
、２
８
４
万
４
千
円

一
般
会
計
決
算
歳
入

市　税

地方交付税

国庫・県支出金

市債

歳入
267億4,284万4千円

市　税

地方交付税

分担金及び負担金 地方譲与税等使用料及び手数料

国庫・県支出金

財産収入

繰越金
繰入金 諸収入等

市債

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税　注1 66億3,149万0千円 0.4% 24.8%
地方譲与税等 14億1,792万0千円 47.8% 5.3%
地方交付税 72億5,450万2千円 2.2% 27.1%
分担金及び負担金 9,844万3千円 ▲62.4% 0.4%
使用料及び手数料 8億0,459万9千円 20.1% 3.0%
国庫･県支出金　 61億9,948万9千円 3.8% 23.2%
財産収入 3,786万6千円 6.0% 0.2%
繰越金 14億1,564万2千円 14.0% 5.3%
繰入金 380万0千円 280.0% 0.0%
諸収入等 2億8,639万3千円 ▲8.3% 1.0%
市債　　　 25億9,270万0千円 ▲17.2% 9.7%
合計 267億4,284万4千円 1.5% 100.0%

注１　市税は前年度より 2,399万円の減収

一般会計決算額の推移
年　　度 実質収支 単年度収支

平成14年度 ▲8,805万5千円 ▲5,202万5千円
平成15年度 ▲3億8,083万7千円 ▲2億9,278万2千円
平成16年度 ▲9億2,264万2千円 ▲5億4,180万5千円
平成17年度 ▲9億4,541万6千円 ▲2,277万4千円
平成18年度 ▲9億6,066万1千円 ▲1,524万5千円
平成19年度 ▲8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 ▲7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 ▲5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円
平成23年度 8億0,678万8千円 6億0,862万1千円
平成24年度 10億2,115万2千円 2億1,436万4千円
平成25年度 12億2,762万9千円 2億0,647万7千円
平成26年度 13億3,193万8千円 1億0,430万9千円
平成27年度 12億1,131万3千円 ▲1億2,062万5千円

※実質収支････平成22年度から６年連続の黒字決算 ※平成19年度市税収入は、税源移譲により、所得譲与税
　4億8,500万円が市税へ振替

【表1】
市税と市税収納率（現年度分）の推移

〈市税の内訳〉
　市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税
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平成２７年度の 決　算 をお知らせします
　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
決
算
額
と

比
較
し
て
、
５
億
３
、５
４
３
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、
義
務
的
経
費
の
う

ち
、
人
件
費
に
お
い
て
は
、
退
職
手
当

を
除
く
職
員
の
実
質
の
人
件
費
で
、
５
、

９
０
０
万
円
の
増
額
、
扶
助
費
に
お
い
て

は
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
費
が
増
加
す

る
一
方
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の
縮

小
が
影
響
し
５
、２
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
で
は
、「
教
育

施
設
耐
震
補
強
事
業
」や「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
」な
ど
の
継
続
事
業
に
加

え
て
、
新
た
に「
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事

業
」や「
中
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業（
実

施
設
計
）」
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設

事
業
の
縮
減
に
と
も
な
い
、
市
債
の
発

行
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
普

通
交
付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る「
臨
時

財
政
対
策
債
」を
除
く
市
債
は
年
々
減

少
し
、
平
成
27
年
度
末【
表
２
】で
、
約

１
１
７
億
７
、０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
の
比
較
で
は
、
５
億
１
、０
０
０
万

円
の
減
少
、
平
成
15
年
度
末
と
の
比
較
で

は
、
約
１
７
３
億
７
、０
０
０
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

２
５
４
億
６
、３
１
３
万
８
千
円

前
年
度
比　
2.1
％
増

一
般
会
計
決
算
歳
出

◎
人
件
費
と
職
員
の
数
の
推
移

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
数
次
に

わ
た
る
行
財
政
改
革
や
平
成
22
年
度
か
ら
取
り

組
ん
だ「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｈ
22
～
Ｈ
24
）」に
よ
り
、
管
理
職
早
期
退
職
者

制
度
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、
地
域

手
当
や
管
理
職
手
当
の
削
減
、
特
殊
勤
務
手
当

の
見
直
し
な
ど
を
実
施
し
、
総
人
件
費
の
抑
制

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
と

平
成
27
年
度
を
比
較
す
る
と
、
人
件
費
で
は
、

19
億
９
、０
０
０
万
円（
34
・
４
％
）を
削
減
し
ま

し
た（
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
は

３
％
、平
成
24
年
度
は
1.5
％
の
職
員
給
料
の
カ
ッ

ト
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
職
員
数
で
も
平
成
28
年
４
月
ま
で
の

13
年
間
で
、
１
７
０
人
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す

（
一
般
会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）。【
表
４
】

人件費

扶助費

公債費

物件費
　　普通
建設事業費

補助費等

繰出金

歳出
254億6,313万8千円

人件費

扶助費

公債費

物件費
　　普通
建設事業費

維持補修費

補助費等

繰出金

積立金

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人
492人

454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1
472人 483人 501人

1,000

500

0

（億円） 人件費 職員数

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人
492人

454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1 36.2 37.0
37.9

36.2 37.0
37.9

（人）

60

55

50

45

40

35

30

25

20

15

10

472人 483人 501人

歳出 決算額 前年度対比 構成比 
人件費 42億9,783万1千円 3.1% 16.9%
扶助費 58億8,158万8千円 ▲0.9% 23.0%
公債費　注1 29億4,362万1千円 ▲12.2% 11.6%
普通建設事業費 24億3,517万8千円 2.3% 9.6%
物件費 30億9,555万0千円 11.8% 12.2%
維持補修費　　　　 9,088万5千円 ▲3.3% 0.3%
補助費等　注2 29億0,446万6千円 7.0% 11.4%
繰出金 30億0,205万3千円 7.0% 11.8%
積立金 8億1,196万6千円 14.8% 3.2%
合計 254億6,313万8千円 2.1% 100.0%

注１　市債の元利償還金である公債費は実質額で 9,600万円の減
注２　市から民間等に対して、行政上の目的により交付される経費

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

一般会計 291.4 266.2 239.9 218.8 198.5 180.6 169.6 155.0 152.6 146.3 127.5 122.8 117.7

臨時財政
対 策 債 24.9 35.6 43.6 50.0 55.2 59.3 66.1 77.0 76.9 83.1 99.0 104.5 108.7

合計 316.3 301.8 283.5 268.8 253.7 239.9 235.7 232.0 229.5 229.4 226.5 227.3 226.4

※臨時財政対策債とは、普通交付税の代替措置であり、その元利償還金は、全額を
　後年度の普通交付税で補てんされる。

H23 H24 H25 H26 H27

財政調整基金 2.2 4.2 7.2 9.2 11.2

庁舎整備基金 4.8 6.8 12.8 17.8 23.8

退職手当基金 0.0 1.0 2.0 2.0 2.0

ふるさと
大和高田応援基金 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

その他の基金 0.5 0.6 0.2
  注1

0.2 0.3

合計 7.6 12.7 22.3 29.3 37.4

注１　保健センター整備事業用地を土地開発公社
から買い戻す財源として、土地開発基金　
4,400万円を充当

【表2】　地方債現在高の状況 （単位：億円）

【表3】　基金残高の推移 （単位：億円）

【表4】　人件費と職員数（退職手当を除く）
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特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

会計名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支

国民健康保険事業 96億5,148万5千円 91億0,465万4千円 5億4,683万1千円 0 5億4,683万1千円

国民健康保険天満診療所 1億5,137万8千円 1億3,934万8千円 1,203万0千円 0 1,203万0千円

住宅新築資金等貸付金 1,971万3千円 2億7,264万5千円 ▲2億5,293万2千円 0 ▲2億5,293万2千円

下水道事業 24億8,794万6千円 24億8,783万2千円 11万4千円 11万4千円 0

駐車場事業 1,893万1千円 3億5,697万4千円 ▲3億3,804万3千円 0 ▲3億3,804万3千円

介護保険事業 53億7,186万6千円 52億5,638万5千円 1億1,548万1千円 0 1億1,548万1千円

後期高齢者医療保険事業 6億7,931万1千円 6億7,894万8千円 36万3千円 0 36万3千円

合　　　計 183億8,063万0千円 182億9,678万6千円 8,384万4千円 11万4千円 8,373万0千円

水　道　事　業

病　院　事　業

　
水
道
事
業
の
平
成
27
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、約
１
億
９
、３
０
９
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
13
万
円

と
、
新
会
計
制
度
に
よ
る
利
益
剰
余
金
３
億
４
、８
５
３
万
円
を
合

わ
せ
た
当
年
度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
５
億
４
、１
７
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
新
会
計
制
度
の
影
響
に
よ
ら
な
い
、

１
億
１
、０
０
０
万
円
を
後
年
度
負
担
に
備
え
る
た
め
、
建
設
改
良
積

立
金
へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金
収
入
が
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
配
水
量
が
減
少
し
、
前
年
度
よ
り
約
２
１
３
万
円
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
費
用
面
に
お
い
て
、
人
件
費
の
大
幅
な
減
少
や
、

受
水
費
、
支
払
利
息
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
約
８
、９
０
０
万
円

減
少
し
た
た
め
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
で
は
、
配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、
約
４
億
６
、８
５
８
万

円（
57
か
所
）の
給
配
水
管
工
事
を
行
い
ま
し
た
。　

　
な
お
、
今
年
度
も
、
災
害
時
に
備
え
て
、
水
道
庁
舎
の
耐
震
補
強
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
更
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
経
費
の
節

減
を
図
り
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
病
院
事
業
の
平
成
27
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、
１
億
８
、５
７
５
万

円
の
純
損
失
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損
金
と
合
わ
せ

て
11
億
５
、４
８
６
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

１
億
７
、４
５
２
万
円
を
資
本
剰
余
金
で
処
理
し
ま
し
た
が
、
残
り
の

９
億
８
、０
３
４
万
円
は
、翌
年
度
繰
越
欠
損
金
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

前
年
度
に
新
会
計
制
度
の
適
用
に
と
も
な
っ
て
、
退
職
手
当
給
付
引
当
金

（
全
職
員
が
年
度
末
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
退
職

手
当
の
総
額
）を
計
上
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
だ
っ

た
の
も
の
の
、
入
院
患
者
数
の
減
少
が
影
響
し
、
病
院
事
業
収
益
全
体
で

１
億
１
、９
４
４
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
益
的
支
出
に
お
い
て
は
、
病
院
事
業
費
用
全
体
で
前
年
度
の
新
会
計

制
度
移
行
に
よ
る
費
用
を
除
く
と
、
１
億
１
９
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
診
療
に
要
す
る
経
費
の
見
直
し
や
削
減
な
ど
、
経
費
の
抑
制
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
で
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
が
ん
治
療
に
有
効
な
放
射
線

治
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
安

心
で
安
全
な
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
経
営
健
全
化
と
医
療

の
質
の
充
実
を
め
ざ
し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
に
努
め
ま
す
。

水道事業収益内訳　17億4,030万2千円

病院事業収益内訳　70億6,654万3千円

水道事業費用内訳　15億4,721万2千円

病院事業費用内訳　72億5,229万5千円

水道料金収入
15億8,821万7千円

入院収益
40億9,047万9千円

外来収益
22億0,763万3千円

配水費
9億3,010万0千円

給与費
41億5,433万0千円

給水費
8,976万1千円

材料費
12億4,991万0千円

総係費
2億1,907万2千円

経費
10億1,898万2千円

その他営業収益
6,606万8千円

その他医業収益
3億6,491万9千円

減価償却費
2億5,062万1千円

医業外費用
4億4,994万7千円

営業外収益
8,589万5千円

医業外収益
4億0,306万7千円

営業外費用
4,800万9千円

減価償却費
3億2,281万9千円

特別損失
2,780万9千円

その他
964万9千円

その他
2,849万8千円

特別収益
12万2千円

その他
44万5千円
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市の「財政健全度」についてのお知らせ
　「地方公共団体の健全化に関する法律」に基づき、財政破綻を未然に防ぐため、自治体の財政健全度を示す指標について
下記のとおりお知らせします。
健全化判断比率等の状況

◎
市
の
財
政
指
標
の
公
表

（単位：％）

（単位：％）

〔
財
政
課　

内
線
２
１
５
〕

指標 Ｈ27年度 Ｈ26年度 Ｈ25年度 H27－26
増減　※1

早期健全化団体
基準値　※2

財政再生団体
基準値　※3 指標の内容

実質赤字比率 ▲6.51 ▲7.57 ▲6.71 1.06 12.81 20.00 一般会計等の一年間の会計に占め
る赤字の割合

連結実質赤字比率 ▲22.38 ▲26.33 ▲25.23 3.95 17.81 30.00 市のすべての会計を合算した一年
間の会計に占める赤字の割合

実質公債費比率 11.2 11.5 12.2 ▲0.3 25.0 35.0 一年間の収入に占める借入金（地
方債）の返済にかかる割合

将来負担比率 61.1 70.0 80.1 ▲8.9 350.0 － 借入金（地方債）や今後の負担の
見込み等の残高を表わす割合

※１　増減の▲表示は前年度より数値が好転したことを示します　※２　早期健全化団体基準値・・・この値を超えるとイエローカードです
※３　財政再生団体基準値…この値を超えるとレッドカードです

資金不足比率の状況
指標 Ｈ27年度 Ｈ26年度 Ｈ25年度 H27－26

増減　※1
経営健全化団体

基準値　※4 指標の内容

水道事業会計 ▲41.2 ▲56.4 ▲58.3 15.2 20.0 － 水道事業会計の事業の規模に対す
る資金不足額の割合

病院事業会計 ▲19.1 ▲21.8 ▲21.1 2.7 20.0 － 病院事業会計の事業の規模に対す
る資金不足額の割合

下水道事業会計 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 － 下水道事業会計の事業の規模に対
する資金不足額の割合

※４　経営健全化団体基準値…この値を超えるとイエローカードです

大和高田市は基準を全てクリアしています
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表
す
、健
全

化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表
が
、法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。一定
の
基
準
値
を
超
え
る
と
、財

政
が
危
機
的
な
状
態
で
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」や

「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
、国
、県
の
指
導
の
も
と

に
、財
政
再
建
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

は
、全
て
の
指
標
に
お
い
て
、国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準

値
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

と
、将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

※�

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま

た
は
市
役
所
３
階
情
報
公
開
室
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
主
な
事
業
内
容

○�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業（
８
億
５
、７
０
０
万
円
）

　

�

平
成
28
年
４
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、「
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）」の
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

○�

蔵
之
宮
町
地
内
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業

　
（
１
、６
０
０
万
円
）

　

�

蔵
之
宮
町
地
内
で
、雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
に
着

手
し
ま
し
た
。

○�

教
育
施
設
耐
震
補
強
事
業（
８
億
４
０
０
万
円
）

　

�

Ｉｓ
値
０・45
～
0.7
未
満
の
小
、中
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

※
Ｉｓ
値
…�

耐
震
指
標
を
示
す
値
で
、高
い
ほ
ど
耐

震
性
が
あ
り
ま
す
。

○�

菅
原
小
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
事
業

　
（
３
、６
０
０
万
円
）

　
菅
原
小
学
校
に
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
観
光
事
業

　
（
２
、６
０
０
万
円
）

　

�「
未
来
は
元
気
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
」の
開
催
や「
奥
田
蓮

池
公
園
便
所
新
築
工
事
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

市民交流センター

「未来は元気フェスティバル」の様子

菅原小学校エレベーター 高田中学校の耐震補強
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▽
募
集
人
員　
30
名(

推
薦
含
む)

▽
修
業
年
限

　
３
年
課
程　
看
護
学
科

▽
受
験
資
格　

●�一般
入
試
…
次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

　

�

⑴
高
等
学
校
卒
業
者
、⑵
平
成
29
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人
、⑶
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
の
あ
る
人

●�

社
会
人
入
試
…
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

満
23
歳
以
上
で
、次
の
⑴・⑵
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

　

�

⑴
高
等
学
校
卒
業
者
、⑵
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
の
あ
る
人

▽�

受
験
料　
２
０
、０
０
０
円(

指
定
の
受
験

料
納
付
書
で
、銀
行
振
込)

▽�

願
書
受
付
期
間　
12
月
12
日
㈪
～
平
成
29

年
１
月
10
日
㈫【
必
着
】

▽�

試
験
日　
平
成
29
年
１
月
24
日
㈫

　
午
前
９
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　
市
立
看
護
専
門
学
校

※�

出
願
書
類
、出
願
手
続
き
、試
験
科
目
な

ど
、詳
し
く
は
市
立
看
護
専
門
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w
w
w
.ym
-hp.

yam
atotakada.nara.jp/gakko/)

、

ま
た
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
立
看
護
専
門
学
校　
☎
53・２
９
０
１
〕

市
立
看
護
専
門
学
校

平
成
29
年
度
学
生
募
集

　
本
市
で
は
、新
庁
舎
建
設
の
実
現
に
向
け
、基

本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま

す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、

『
基
本
構
想
等
策
定
委
員
会
』を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、学
識
経
験
者
お
よ
び
各
種
団
体
の
代

表
者
の
ほ
か
、次
の
と
お
り
、市
民
か
ら
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

１
．�公
募
す
る
委
員
に
つ
い
て

⑴�

募
集
人
数　
４
名（
男
女
各
２
名
）　
こ
の
委

員
会
の
委
員
全
数
は
15
名
の
予
定
で
す
。

⑵�
委
員
の
役
割　
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、新
庁

舎
建
設
に
係
る
基
本
構
想
、お
よ
び
基
本
計

画
の
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、調
査・

審
議
を
行
い
ま
す
。

⑶�

委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
か
ら
基
本
計
画
の

策
定
に
係
る
審
議
終
了（
答
申
を
行
う
日
）ま

で
。 

※
平
成
29
年
１
月
か
ら
平
成
30
年
３

月
ま
で
の
予
定
で
す
。

⑷�

委
員
会
開
催
回
数　

平
成
28
年
度
は
２
回

（
基
本
構
想
）、平
成
29
年
度
は
６
回（
基
本

構
想
２
回・基
本
計
画
４
回
）程
度
開
催
の
予

定
で
す
。

⑸�

報
酬
お
よ
び
旅
費　
報
酬
は
、委
員
会
に
出

席
の
都
度
、市
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

旅
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

２
．�応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
人
が
、公
募
委
員
に
応
募
で
き
ま
す
。

⑴�

大
和
高
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以

上（
平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
）の
人

⑵�

全
８
回
程
度
、平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
委

員
会
に
出
席
で
き
る
人

⑶�

大
和
高
田
市
が
設
置
す
る
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
で
な
い
人

⑷�

本
市
の
市
議
会
議
員
、市
職
員
お
よ
び
他
の

行
政
機
関
の
職
員
で
な
い
人

３
．�応
募
方
法　
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、募
集
期
間
内
に
直
接
持
参・

郵
送・Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。応

募
用
紙
は
、財
産
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、公
募
選
考
の
み
に

使
用
し
、他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

な
お
、応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

４
．�募
集
期
間　
平
成
28
年
11
月
７
日
㈪
～
11

月
25
日
㈮
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
） 

５
．�選
考
方
法
な
ど　
小
論
文
に
対
す
る
評
価

や
性
別
、年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
合
的
に

判
断
し
、個
別
面
接
の
う
え
、決
定
し
ま
す
。

ま
た
、選
考
結
果
は
、応
募
者
全
員
に
対
し

て
文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

６
．そ
の
他

・�

公
募
委
員
に
選
ば
れ
た
人
で
あ
っ
て
も
、応

募
資
格
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場

合
、満
た
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、公
募

委
員
の
資
格
を
失
い
ま
す
。

・�

今
回
、本
策
定
委
員
会
の
公
募
委
員
に
な
っ
た

人
は
、他
の
附
属
機
関
で
公
募
委
員
を
設
け

る
場
合
、応
募
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

委
員
は
、地
方
公
務
員
法
第
３
条
第
３
項
第

２
号
に
規
定
す
る
非
常
勤
の
特
別
職
と
し
て

の
身
分
を
有
し
ま
す
。

・�

選
考
の
結
果
、委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
名
前
を
公
表
し
ま
す
。

７
．応
募
先・問
い
合
わ
せ
先

　

�
〒
６
３
５・８
５
１
１　
大
和
高
田
市
大
字
大

中
１
０
０
番
地
１　
大
和
高
田
市
役
所
財
産

管
理
課　
庁
舎
建
設
準
備
係

　
☎
22・１
１
０
１（
内
線
２
２
４
）

　

E-m
ail

ア
ド
レ
ス
：kanzai@

city.yam
ato

　

takada.nara.jp〔財
産
管
理
課　
内
線
２
２
４
〕

大
和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
等
策
定
委
員
会

市
民
委
員 

募
集

映
画「
天
使
の
い
る

図
書
館
」製
作
会
見

　

10
月
11
日
㈫
、広
陵
町
立
図
書
館

で
、映
画「
天
使
の
い
る
図
書
館
」の

製
作
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

映
画
は
、葛
城
地
域
が
舞
台
で
、４

月
に
発
足
し
た「
葛
城
地
域
観
光
振

興
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
企
画

に
よ
り
製
作
さ
れ
る
作
品
で
す
。会

見
に
は
、４
市
１
町（
大
和
高
田
市・

御
所
市・
香
芝
市・
葛
城
市・
広
陵

町
）の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長・町
長
と
、

今
回
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
奈
良
県
出

身
の
ウ
エ
ダ
ア
ツ
シ
監
督
、出
演
者

の
小
芝
風
花
さ
ん
、横
浜
流
星
さ
ん

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
映
画
は
２
０
１
７
年
初
春
公
開
予

定
で
す
。

〔
企
画
法
制
課　
内
線
２
８
５
〕

上段左から、ウエダ監督、小芝さん、横浜さん
下段左から、広陵町長、大和高田市長、御所市長、香芝市長、葛城市長
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見
慣
れ
た
場
所
で
も
、
工
事
を

し
て
い
る
と
、
ま
た
違
っ
た
光
景

に
見
え
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
助
成

金
を
、次
の
団
体
が
活
用
し
ま
し
た
。

○�

大
和
高
田
ア
ー
バ
ン
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
自
治
会

▽�

活
用
内
容

　

�

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ

ビ
な
ど
、老
朽
化
し
た

各
備
品
の
整
備

○
大
和
地
車
保
存
会

▽�

活
用
内
容

　
�

太
鼓
の
皮
の
張
替
え
、

双
盤
お
よ
び
提
灯
の

新
調

　
こ
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
自
治
振
興
課　
内
線
２
２
７
〕

　
本
市
で
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、住
民
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」の
精
神
に
基
づ
き
、避
難
所
の
開
設・運
営
な
ど
を

行
え
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。そ
こ
で
、自
治
会
、自
主
防
災
組
織
、消
防
団
や

防
災
関
係
機
関
の
参
加
に
よ
る
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

ぜ
ひ

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。      

　
主
な
訓
練
内
容
は
、避
難
所
の
開
設・防
災
倉
庫
内
の
資
機
材
確
認・消
火
訓
練・

救
急
指
導（
心
肺
蘇
生・簡
易
担
架
作
成
な
ど
）・土
の
う
作
成
な
ど
で
す
。

▽�

と
き　
11
月
27
日
㈰　
午
前
９
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ（
市
内
５
か
所
）

・�

総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）（
池
田
４
１
８
番
地
１
）…
避
難
所
開
設
訓
練

・�

武
道
館（
幸
町
11
番
14
号
）…
避
難
所
開
設
訓
練

・�

葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
曽
大
根
７
８
３
番
地
１
）…
避
難
所
開
設
訓
練

・�

菅
原
校
区
公
民
館（
吉
井
77
番
地
１
）…
避
難
所
開
設
訓
練

・�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）（
片
塩
町
12
番
５
号
）…
防
災
機
関
に
よ

る
展
示
お
よ
び
、赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練 

〔
自
治
振
興
課　
内
線
２
２
６
〕

宝
く
じ
助
成
金
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

平
成
28
年
度

大
和
高
田
市
防
災
訓
練（
避
難
所
開
設
訓
練
）
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◎女性の暴力に関する相談窓口 ※相談無料・秘密厳守　まずは電話で相談してください。
相談機関・窓口 電 話 番 号 相　談　日　時
市人権施策課
男女共同参画推進係

☎22-1101
（内線 287）

月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分　
※祝日、年末年始を除く

奈良県高田こども
家庭相談センター ☎22-6079 ◆電話相談・面接相談（面接相談は要予約）

月～金曜日　午前 9時～午後 4時　※祝日、年末年始を除く

奈良県中央こども
家庭相談センター ☎0742-22-4083

◆電話相談　午前 9時～午後 8時
◆面接相談　午前 9時～午後 4時（要予約）
月～金曜日　※祝日、年末年始を除く

奈良県女性センター ☎0742-22-1240

◆電話相談・面接相談（予約制）
・火～金曜日：午前 9時 30分～午後 6時
・土曜日：午前 9時 30分～午後 8時
・日曜日・祝日：午前 9時 30分～午後 5時
※月曜日が祝日の場合の直後の平日、年末年始を除く

◎緊急時は、110番通報してください。　　　　　　　　　　 　〔人権施策課  男女共同参画推進係　内線287〕

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

女性に対する
暴力防止
パープルリボン運動

11
月
12
日
～
25
日

　

11
月
25
日
は
、「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」で
す
。そ

の
日
に
ち
な
み
、我
が
国
で
も
、

11
月
12
日
～
25
日
の
間
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、性
犯
罪
、売
買
春
、人
身
取

引
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、女
性
に
対
す
る

暴
力
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

く
だ
さ
い
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

本
市
で
は
、市
税
や
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
し
、市
の
呼
び
掛
け
に
も
全
く
応

じ
な
い
滞
納
者
を
対
象
に
、自
宅
な
ど
の

捜
索
を
実
施
し
ま
す
。

　

捜
索
と
は
、滞
納
税
を
確
保
す
る
た
め

に
、国
税
徴
収
法
に
認
め
ら
れ
て
い
る
強

制
調
査
で
あ
り
、滞
納
処
分
で
す
。

　

徴ち
ょ
う
ぜ
い税
吏り
い
ん員（
税
金
を
徴
収
す
る
職
員
）

が
滞
納
処
分
上
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、刑

事
事
件
の
捜
索
と
は
異
な
り
、裁
判
所
の

令
状
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
捜
索
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産

は
、本
市
が
行
う
公
売
、ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
売
却
を
行
い
、そ
の

売
却
代
金
を
滞
納
市
税
な
ど
に
充
当
し

ま
す
。

〔
収
納
対
策
室　
内
線
２
３
５
〕

　

期
間
中
、火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
、市
内
で
広
報
活
動
や
、消
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
募
集
し

た
、児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

▽
と
き　
11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

▽�

と
こ
ろ　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ

ス
プ
ラ
ザ
）

◎
消
防
フ
ェ
ス
タ

　

煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
、消
防
車
両
展
示

コ
ー
ナ
ー
、子
ど
も
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
開
催

▽
と
き　
11
月
13
日
㈰

▽
と
こ
ろ　
県
産
業
会
館(

幸
町
２
番
33
号)

　
北
側
駐
車
場

〔
高
田
消
防
署　
☎
25・０
１
１
９
〕

　
　
11
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

「
行
き
た
い
と

　
　
　
は
や
る
心
に

　
　
　
　
　
　
し
ゃ
断
機
を
」

　

自
動
車（
二
輪
車
を
含
む
）は
、踏
切
道

を
通
行
す
る
と
き
、無
理
な
進
入
を
し
な

い
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、一旦
停
止
、安
全
確
認
も
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

〔
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
１
〕

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
～
15
日

滞
納
者
の
自
宅
捜
索

踏
切
事
故
防
止

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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携
帯
ゲ
ー
ム
機
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

　
高
齢
の
母
親
宅
に
、未
開
封
の
健
康
食
品
が
た
く
さ
ん
置

か
れ
て
い
た
。事
情
を
尋
ね
る
と
、「
健
康
食
品
や
日
用
品
な

ど
の
展
示
販
売
を
し
て
い
る
店
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、販
売
業

者
の
話
が
と
て
も
面
白
く
、ま
た
無
料
で
日
用
品
が
も
ら
え

た
。何
回
も
通
っ
て
い
る
う
ち
に
販
売
員
と
顔
見
知
り
に
な

り
、健
康
の
こ
と
も
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
。品
質

も
良
い
ら
し
い
の
で
、勧
め
ら
れ
る
ま
ま
商
品
を
買
っ
た
」

と
の
こ
と
。母
親
に
は
不
要
な
も
の
が
多
い
の
で
、解
約・
返

金
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
代
女
性
）

　

以
前
か
ら
問
題
の
あ
る
催
眠
商
法
と
は
、「
短
期
間
の
間

に
ビ
ル
の
空
き
店
舗
な
ど
仮
設
会
場
に
高
齢
者
を
集
め
、日

用
品
な
ど
を
無
料
で
配
っ
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
後
、販

売
業
者
の
売
り
込
も
う
と
す
る
高
額
な
商
品
を
展
示
し
、購

入
さ
せ
る
」な
ど
、会
場
の
高
揚
し
た
雰
囲
気
で
催
眠
状
態

に
な
っ
た
消
費
者
に
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。

最
近
で
は
、数
か
月
以
上
と
長
期
に
わ
た
る
販
売
会
も
あ
り

ま
す
。次
回
来
場
時
の
割
引
券
の
配
布
や
、来
場
の
度
に
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
な
ど
に
押
印
す
る
な
ど
、各
種
の
工
夫
や
演

出
に
よ
り
、高
齢
者
を
会
場
に
何
回
も
通
わ
せ
、販
売
員
と

親
し
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
高
額
な
商
品
を
次
々
に
販
売
す

る
と
い
う
例
も
見
ら
れ
ま
す
。長
期
に
わ
た
る
販
売
期
間
の

中
で
、販
売
員
を
信
頼
し
き
っ
て
い
る
高
齢
者
は
被
害
に

あ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
低
い
た
め
、ま
わ
り
の
人
が
注

意
し
て
も
聞
き
入
れ
ず
、被
害
が
拡
大
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

１
．�安
易
に
会
場
に
近
づ
か
な
い
こ
と
が
、第
一
で
す

　

�　
会
場
に
入
っ
た
ら
買
わ
ず
に
出
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

無
料
商
品
に
誘
惑
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２
．�大
切
な
老
後
の
資
金
を
取
り
崩
し
て
ま
で
購
入
が
必
要

か
、考
え
ま
し
ょ
う

　

�　
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
、す
ぐ
に
契
約
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。事
業
者
は
、巧
み
な
話
術
で
安
い
買
い
物
で
あ
る
か

の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
が
、必
ず
し
も
お
得
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、「
本
当
に
必
要
な
も
の
か
」「
後
で
困
ら
な
い
か
」な

ど
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

３
．�家
族
や
周
囲
の
人
は
、高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た
話
し
合

い
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い

　

�　
高
齢
者
の
話
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し
た
り
、責
め
た
り

せ
ず
、購
入
の
理
由
な
ど
高
齢
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
。

�　

�　

契
約
し
て
も
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
解
約
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、で
き
る

だ
け
早
く
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

高
齢
者
を
ね
ら
っ
た

催
眠
商
法
に
ご
注
意
！

● 市消費生活センター ▽相談日時　月～金曜日 午前10時〜午後4時　 ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階
　 ▽予約先　☎ 22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

え！どうすればいいんですか？

不審なページは見ないこと、広告や
画像をクリックしないというのが基
本だね。

子どもが遊ぶ場合には、フィルタリ
ングを利用して、インターネットの閲
覧を制限するのも有効じゃ。

どれ、みくちゃんのゲーム機も設定
をしてあげよう。

も～、子ども扱いしちゃって！

みくちゃんは携帯ゲーム機を持って
いる？

はい、持っていますよ！ 

ゲームができるだけでなく、インターネッ
トもできるし、便利ですよね。

そうだね。でも、十分に気をつけたほ
うがいいよ。

何に注意するのですか？

最近は、携帯ゲーム機から詐欺サイ
トに接続してしまうという事例が、と
ても多いのじゃ。
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大
流
行
の
兆
し

　
は
し
か（
麻
疹
）に

　
　
　
感
染
し
な
い
方
法

■�

そ
の
１　
は
し
か
と
は

　

は
し
か
は
、麻ま
し
ん疹
ウ
イ
ル
ス
が

引
き
起
こ
す
全
身
の
病
気
で
す
。

高
熱
、咳
、鼻
水
な
ど
風
邪
に
似

た
症
状
が
数
日
続
い
て
か
ら
、赤

く
盛
り
上
が
っ
た
小
さ
い
発
疹
が

全
身
に
拡
が
っ
て
大
き
く
な
り
、

暗
赤
色
に
変
色
し
た
発
疹
の
後

が
残
っ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。高

熱
は
約
１
週
間
続
き
、特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。空
気
感
染
す
る
た

め
、非
常
に
感
染
力
が
強
く
、は

し
か
に
対
す
る
免
疫
力
の
無
い

人
が
、は
し
か
患
者
と
同
じ
部
屋

に
い
れ
ば
、ほ
ぼ
必
ず
発
症
し
ま

す
。感
染
す
る
期
間
は
、発
症
１

日
前
か
ら
発
疹
出
現
後
４
日
後

ま
で
の
間
で
、感
染
か
ら
発
症
ま

で
の
期
間
で
あ
る
潜
伏
期
間
は
、

10
日
か
ら
12
日
で
す
。合
併
症

は
、中
耳
炎
、気
管
支
炎
、肺
炎
、

ノ
ド
が
腫
れ
る
ク
ル
ー
プ
症
候

群
、脳
炎
、角
膜
の
炎
症
で
、場
合

に
よ
っ
て
は
、死
亡
や
後
遺
症
の

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、少
し

免
疫
力
が
あ
る
と
、修し
ゅ
う
し
ょ
く
ま
し
ん

飾
麻
疹
と

言
っ
て
、発
疹
が
急
に
全
身
に
拡

が
ら
ず
に
症
状
が
進
行
す
る
た

め
、診
断
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■�

そ
の
２　
は
し
か
に
対
す
る
免

疫
力

　

２
０
０
６
年
か
ら
Ｍ
Ｒ（
麻
疹・

風
疹
）ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が

行
わ
れ
て
お
り
、２
回
接
種
し
た

人
は
、感
染
し
な
い
可
能
性
が
高

い
で
す
。１
回
接
種
や
、接
種
歴

が
不
明
、は
し
か
に
か
か
っ
た
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、は

し
か
に
対
す
る
抗
体
の
測
定
を
し

て
お
い
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。費
用
は
３
、０
０
０
円
か
ら

５
、０
０
０
円
程
度
で
す
。

■�

そ
の
３　
は
し
か
の
予
防

　
ま
わ
り
に
は
し
か
患
者
が
絶
対

に
い
な
い
と
言
え
な
い
以
上
、免

疫
力
を
つ
け
る
た
め
の
予
防
接
種

が
必
要
で
す
。母
子
手
帳
で
接
種

歴
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。２
回
接

種
し
て
い
れ
ば
、ひ
と
ま
ず
安
心

で
す
が
、１
回
で
あ
れ
ば
、も
う
１

回
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
、は
し
か
に
対
す
る
抗

体
が
、陰
性
ま
た
は
弱
陽
性
と
い

う
判
定
で
あ
れ
ば
、ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■��

そ
の
４　
は
し
か
患
者
に
接
触

し
た
と
き
は

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、対

策
が
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
ワ
ク

チ
ン
で
、接
触
か
ら
３
日
以
内
に
接

種
し
ま
す
。も
う
１
つ
は
抗
体
を

含
む
製
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

接
触
か
ら
４
日
以
上
６
日
以
内
で

あ
れ
ば
、ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い

う
免
疫
の
血
液
製
剤
を
筋
肉
注
射

し
ま
す
。た
だ
し
、血
液
製
剤
の
使

用
に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、医
師
と
よ
く

相
談
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、ワ
ク
チ
ン
の
数
が
不
足

し
て
い
ま
す
の
で
、１
～
２
歳
の
定

期
接
種
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
不
足
を
考
え
る
と
、

日
頃
か
ら
は
し
か
に
対
し
て
は
大

流
行
す
る
前
に
対
策
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

感
染
力
が
強
い
の
で
、は
し
か

と
思
っ
た
ら
、事
前
に
医
療
機
関

に
連
絡
し
て
か
ら
、受
診
し
ま

し
ょ
う
。

  

大
和
高
田
市
立
病
院

小
児
科　
清
益
功
浩

 〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
た
か
が
便
秘
、さ
れ
ど
便
秘
」

　
こ
れ
か
ら
涼
し
く
な
っ
て
く
る

と
、運
動
不
足
や
水
分
の
摂
取
不

足
な
ど
か
ら
、便
秘
に
な
り
が
ち

で
す
。し
か
し
、「
た
か
が
便
秘
」と

あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。便
秘

の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、腸
内
環

境
の
悪
化
は
、肌
荒
れ
や
ア
レ
ル

ギ
ー
、あ
る
い
は
大
腸
が
ん
と
い
っ

た
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、排
便
時
に
い

き
む
こ
と
で
、痔
に
な
っ
た
り
、血
圧

が
急
上
昇
し
、脳
卒
中
を
引
き
起
こ

し
た
り
す
る
危
険
も
あ
る
の
で
す
。

　
食
物
は
、胃
か
ら
小
腸
で
消
化・

吸
収
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、大
腸
で

水
分
が
吸
収
さ
れ
、残
り
の
老
廃

物
と
未
消
化
の
食
物
は
、腸
内
の

古
く
な
っ
た
粘ね

ん
ま
く膜
と
一
緒
に
便
と

な
っ
て
排
出
さ
れ
ま
す
。こ
の
と

き
、食し

ょ
く
も
つ
せ
ん
い

物
繊
維
や
水
分
が
不
足
し

て
い
た
り
、腸
の
働
き
が
悪
か
っ

た
り
す
る
と
、便
秘
に
な
り
ま
す
。

　

便
秘
対
策
に
は
、食
物
繊
維
を

し
っ
か
り
と
る
こ
と
。食
物
繊
維

に
は
、水
溶
性
と
不
溶
性
の
2
タ

イ
プ
が
あ
り
、水す
い
よ
う
せ
い
し
ょ
く
も
つ
せ
ん
い

溶
性
食
物
繊
維

（
果
物
、海
藻
類
、キ
ノ
コ
類
、葉

野
菜
、押
麦
）は
、腸
内
で
ゼ
リ
ー

状
に
な
っ
て
、食
物
を
ゆ
っ
く
り
移

動
さ
せ
ま
す
。不ふ

よ
う
せ
い
し
ょ
く
も
つ
せ
ん
い

溶
性
食
物
繊
維

（
穀
類
、豆
類
、イ
モ
類
）は
、便
の

量
を
増
す
の
に
役
立
ち
ま
す
。腸

内
環
境
を
よ
い
状
態
に
保
つ
た
め

に
は
、乳
酸
菌
や
発
酵
食
品
も
大

切
で
す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、

ぬ
か
漬
け
、キ
ム
チ
、味
噌
な
ど
を

毎
日
の
食
事
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、頑
固
な
便
秘
、腹
痛
や

腹ふ
く
ぶ
ぼ
う
ま
ん
か
ん

部
膨
満
感
を
と
も
な
う
便
秘
に

は
、大
腸
が
ん
が
隠
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。便
秘
が
続
く
場

合
は
、ぜ
ひ
医
療
機
関
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽�

と
き　
11
月
24
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽�

テ
ー
マ　
「
お
な
か
の
健
康
～

食
道・胃・大
腸
の
病
気
」

▽�

講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　

 （
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕

健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江
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ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、「
ら
い
菌
」に

感
染
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
病
気

で
す
。主
に
、末
梢
神
経
や
皮
膚

が
侵
さ
れ
ま
す
が
、「
ら
い
菌
」の

感
染
力
は
非
常
に
弱
く
、感
染
す

る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
で
す
。感

染
し
て
も
、現
在
の
医
学
で
適
切

な
治
療
を
行
え
ば
後
遺
症
を
残

さ
ず
、治ち

ゆ癒
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
９
０
７
年
に「
癩（
ら
い
）予

防
ニ
関
ス
ル
件
」が
制
定
、そ
の
後

「
ら
い
予
防
法
」に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、今
か
ら
ち
ょ
う
ど

20
年
前
の
１
９
９
６
年
に
廃
止
さ

れ
る
ま
で
の
89
年
間
、日
本
で
は

強
制
的
な
隔
離
政
策
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
っ
て
、「
ハ

ン
セ
ン
病
は
強
制
隔
離
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、強
力
な
感
染

力
を
持
つ
恐
ろ
し
い
病
気
だ
」と

い
う
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
ま
だ
に
そ
の
偏
見
は
ぬ
ぐ
い

き
れ
て
お
ら
ず
、２
０
０
３
年
11

月
に
は
熊
本
県
の
宿
泊
施
設
で
、

「
乳
幼
児
に
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
」

「
他
の
宿
泊
客
に
考
慮
し
て
」な

ど
の
理
由
で
、入
所
者
の
宿
泊
を

拒
否
し
た
と
い
う
事
象
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
住
む
人

た
ち
は
、す
で
に
病
気
は
治
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
偏
見
や
差
別
は
、

ま
だ
社
会
に
根
強
く
あ
り
、社
会

や
家
族
と
断
絶
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、入
所
者
の
多
く
は
身

寄
り
が
な
く
、ま
た
後
遺
症
に
よ

る
身
体
障
が
い
や
高
齢
な
ど
に
よ

り
、療
養
所
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
理
解
を
も
つ
と
共
に
、

偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た

ハ
ン
セ
ン
病
に
限
ら
ず
、今
の
社

会
の
中
に
は
、人
種
や
年
齢
、障

が
い
の
有
無
や
性
別
、家
柄
な
ど

に
よ
る
偏
見
や
差
別
が
あ
り
ま

す
。本
市
で
は
、「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
」の
た
め
に
、左

記
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
教
育
研
修
会

▽�

と
き　
12
月
１
日
㈭　
午
後
１

時
30
分
受
付　
午
後
２
時
開
会

▽�

と
こ
ろ　
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル（
３

階
小
ホ
ー
ル
）  

入
場
無
料

▽�

内
容　

ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク　

茶ち
ゃ
き木 

み
や
こ 

さ
ん（
フ
ォ
ー
ク

シ
ン
ガ
ー
、元
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ

グ
ル
ー
プ「
ピ
ン
ク・ピ
ク
ル
ス
」

の一員
、中
国
大
連
で「
ハ
ン
セ
ン

病
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
）

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

     「
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
気
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
」

164

　
今こ

ん
か
い回

の
相そ

う
だ
ん談

者し
ゃ

は
、30
歳さ

い

女じ
ょ
せ
い性

Ｆ

さ
ん
で
す
。「
婚こ

ん
い
ん姻

中ち
ゅ
うの

夫お
っ
とと

関か
ん

係け
い

が
悪あ

っ
か化

し
て
離り

こ
ん婚

を
し
た
い
」と
い

う
相そ

う
だ
ん談

で
し
た
。普ふ

だ
ん段

か
ら
あ
ま
り

会か
い
わ話

の
多お

お
い
夫お

っ
とで

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、怒お

こ
る
と
全ま

っ
たく

違ち
が

う
威い

あ
つ
て
き

圧
的
な
夫

お
っ
と

と
な
る
よ
う
で
す
。過か

こ去
に
も
暴

ぼ
う
り
ょ
く力

沙ざ
た汰

に
な
っ
て
、警け

い
さ
つ察

の
お
世せ

話わ

に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言い

い
ま
す
。

そ
ん
な
Ｆ
さ
ん
は
、現げ

ん
ざ
い在

妊に
ん
し
ん娠

中ち
ゅ
うで

す
。関か

ん
け
い係

が
あ
ま
り
良よ

く
な
い
夫ふ

う
ふ婦

間か
ん

で
の
妊に

ん
し
ん娠

だ
っ
た
の
で
、子こ

ど
も

を
生う

み
、育そ

だ
て
る
自じ

し
ん信

も
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、離り

こ
ん婚

し
て
中ち

ゅ
う
ぜ
つ絶し

た
い

と
も
考か

ん
がえ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
Ｆ
さ
ん
は
優や

さ
し
い
性せ

い
か
く格

で
、自じ

ぶ
ん分

の
気き

も持
ち
は
抑お

さ

え
、周し

ゅ
う
い囲

に
も
気き

を
配く

ば
り
、は
っ
き
り
伝つ

た
え
ら
れ
な
い

よ
う
に
感か

ん
じ
ま
し
た
。最さ

い
し
ょ初

は
、夫

お
っ
と

と
話は

な
しを

す
る
の
が
恐こ

わ
い
と
言い

っ
て
い

た
Ｆ
さ
ん
で
し
た
が
、相そ

う
だ
ん談

窓ま
ど
ぐ
ち口

と

し
て
婦ふ

じ
ん人

相そ
う
だ
ん談

窓ま
ど
ぐ
ち口

や
保ほ

け
ん健

セ
ン

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
生せ
い
か
つ活

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ
り
つ立

支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

タ
ー
な
ど
が
あ
る
こ
と
、シ
ェ
ル
タ

ー
や
警け

い
さ
つ察

署し
ょ

に
駆か

け
込こ

む
こ
と
も

で
き
る
な
ど
色い

ろ
い
ろ々

話は
な
しを

し
て
、何な

ん
に
ち日

か
相そ

う
だ
ん談

を
重か

さ
ね
る
う
ち
に
、Ｆ
さ
ん

の
中な

か
に
夫お

っ
とと

話は
な

し
合あ

い
を
す
る
勇ゆ

う

気き

が
生う

ま
れ
て
き
ま
し
た
。話は

な
し

合あ

い
の
結け

っ
か果

、一い
ち
ど度

は
離り

こ
ん婚

と
中

ち
ゅ
う
ぜ
つ絶

の
方ほ

う
こ
う向

で
話は

な
しが

進す
す

ん
だ
ら
し
い
の

で
す
が
、最さ

い
ご後

は
夫お

っ
とか

ら
謝し

ゃ
ざ
い罪

の

言こ
と

葉ば

が
あ
り
、婚こ

ん
い
ん姻

関か
ん
け
い係

を
続つ

づ
け

て
子こ

ど
も
を
産う

ん
で
育そ

だ
て
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
Ｆ
さ
ん
、元げ

ん
き気

な
赤あ

か
ち
ゃ
ん
を
産う

ん
で
明あ

か
る
い
家か

て
い庭

を
築き

ず
い
て
く
だ

さ
い
ね
。

　　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

、家か
ぞ
く族

の
こ
と
、地ち

い
き域

で
気き

に
な
る
人ひ

と
や
子こ

ど
も
の
こ
と
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ま
ず
は一い

ち
ど度

お
話

は
な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
果
物
、海
藻
類
、キ
ノ
コ
類
、葉

野
菜
、押
麦
）は
、腸
内
で
ゼ
リ
ー

状
に
な
っ
て
、食
物
を
ゆ
っ
く
り
移

動
さ
せ
ま
す
。不ふ

よ
う
せ
い
し
ょ
く
も
つ
せ
ん
い

溶
性
食
物
繊
維

（
穀
類
、豆
類
、イ
モ
類
）は
、便
の

量
を
増
す
の
に
役
立
ち
ま
す
。腸

内
環
境
を
よ
い
状
態
に
保
つ
た
め

に
は
、乳
酸
菌
や
発
酵
食
品
も
大

切
で
す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、

ぬ
か
漬
け
、キ
ム
チ
、味
噌
な
ど
を

毎
日
の
食
事
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、頑
固
な
便
秘
、腹
痛
や

腹ふ
く
ぶ
ぼ
う
ま
ん
か
ん

部
膨
満
感
を
と
も
な
う
便
秘
に

は
、大
腸
が
ん
が
隠
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。便
秘
が
続
く
場

合
は
、ぜ
ひ
医
療
機
関
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽�

と
き　
11
月
24
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽�

テ
ー
マ　
「
お
な
か
の
健
康
～

食
道・胃・大
腸
の
病
気
」

▽�

講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　

 （
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕
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◦�

あ
た
る
!!
お
も
し
ろ
妖
怪
う
ら
な
い

章
月 

綾
乃 

文
／
ポ
プ
ラ
社

◦�

す
ぐ
に
使
え
る
！
は
じ
め
て
の
敬
語　

全
3
巻

唐
沢 

明 

文
／
汐
文
社

◦
真
田
十
勇
士　
全
3
巻   

小
前 

亮 

文
／
小
峰
書
店

◦
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
旅
し
て  

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン・ケ
リ
ー 

文
／
ほ
る
ぷ
出
版

◦
ぼ
く
の
き
ん
ぎ
ょ
を
や
つ
ら
が
ね
ら
う
！     

武
田 

美
穂 

絵
／
小
学
館

◦「
こ
こ
ま
で
変
わ
っ
た
日
本
史
教
科
書
」 

高
橋 

秀
樹
ほ
か 

著
／
吉
川
弘
文
館

　
　

中
学
生・
高
校
生
が
学
ぶ
日
本
史
は
不

変
の
も
の
で
は
な
い
。日
本
史
教
科
書
の

現
在
を
知
る
た
め
に
、46
の
テ
ー
マ
を
設

け
、記
述
の
変
化
と
そ
の
根
拠
と
な
る
研

究
の
進
展
を
解
説
す
る
。『
週
刊
朝
日
百
科 

日
本
の
歴

史
』連
載
を

も
と
に
書
籍

化
。

◦「
ば
な
な
く
ん
が
ね
…
」

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

絵
／
童
心
社

　　
　

３
人
で
く
っ
つ
い
た
ま
ま
、お
散
歩
に

出
か
け
た
ば
な
な
く
ん
た
ち
は
、よ
ろ
よ

ろ
、ふ
ら
ふ
ら
、も
た
も
た
。歩
き
に
く
い

の
で
、ぽ
き
～
ん
と
離
れ
た
ら
…
？ 

ご
は

ん
の
時
間
が
楽

し
く
な
る
お
い

し
い
絵
本
。

◦�

神
武
天
皇
は
た
し
か
に
存
在
し
た

産
経
新
聞
取
材
班 

著
／
産
経
新
聞
出
版

◦
パ
ナ
マ
文
書

バ
ス
テ
ィ
ア
ン・オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
ー
ほ
か 

著
／

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦�

世
界
の
エ
リ
ー
ト
が
や
っ
て
い
る
最
高

の
休
息
法

久
賀
谷 
亮 
著
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

◦
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
世
界
へ

河
野 

芳
英 
著
／
河
出
書
房
新
社

◦
半
席

青
山 

文
平 
著
／
新
潮
社

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎絵
えほん
本のよみきかせ

▷とき　11月
がつ
5日
にち
・19日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん
　　　　　じどうコーナー

◎おはなし会
かい

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
さん）

▷とき　11月
がつ
12日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「動物のお伊勢まいり」
●えほん　　�「�きんのたまごのほん」

◎えほんとわらべうたの時
じかん
間〈きらら〉

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
さん）

▷とき　11月
がつ
26日

にち
㈯
ど
 

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「かきの木のはなし」
●えほん　　「ぼくのくれよん」

11 月のおはなし会 催しのご案内

おしらせ

■大人のおはなし会　～あなたをお話の世界へ～
　語り手がつむぐ物語を楽しみませんか。
▷とき　11月25日㈮　午前10時～正午
▷ところ　中央公民館　1階視聴覚室
▷語り手　たかだおはなしろうそくの会さんと図書館館長
▷内容　「さるのいきぎも」「みそかい橋」「かにむかし」ほか
▷対象　一般　▷定員　40名（定員となり次第締め切ります）
▷費用　無料
▷�申込方法　11月1日㈫から11月24日㈭までの期間、図書館カウン
ター、電話、ＦＡＸで受付。ＦＡＸの場合は「イベント名（大人のおはなし
会）、名前、電話番号」を書いて送信してください。

■ビブリオバトル　～書評合戦ｉｎ大和高田～　第7回
▷とき　11月26日㈯　午後3時30分～ 4時30分
▷ところ　市立図書館　2階プレイルーム　▷対象　中学生以上
▷定員　発表者5名　観覧者20名（定員となり次第締め切ります）
▷費用　無料
▷�テーマ　「友情」　※小説に限らず、どんな本でも可（当日、本を持って
きてください）。
▷�申込方法　11月1日㈫から11月25日㈮までの期間、図書館カウン
ター、電話、ＦＡＸで受付。ＦＡＸの場合は「イベント名（ビブリオバトル）、
発表・観覧どちらか、名前、電話番号」を書いて送信してください

　11月12日㈯・13日㈰に、ＪＲ高田駅東広場で開催される「未来は元気
フェスティバル2016」で、図書館は「手作りとびだすカード」コーナーを設
置します。子どもが対象のオープン教室です。午前10時～、午後1時～
で、各回先着50人です。費用は無料です。

11広報誌　　　　　　　2016年11月号



こ
こ
　
何
処
？
の
こ
た
え

　11月7日は鍋の日です。シンプルな水
炊きも良いですが、きのこだけの鍋や魚
介類だけの鍋など、変り種もなかなか美
味しくいただけます。大人数でも少人数

でも楽しめる鍋物で、寒い冬も暖かな食卓を楽しみ
たいものです。

　今年の10月で甥が1歳になりました。20歳を超えてからの1
年では大きな変化はありませんが、0歳から1歳の1年での変化
は想像以上に大きいと実感しました。

　リズモー市からの派遣学生が、1980年代の洋楽を好んで聴いて
いたことに驚きました。きっと親の影響かな。名曲は聴き継がれてい
くものですね。

　台風や日照不足で野菜が高騰しました。さいわい地場産野菜は順
調で、直売所が活躍しています。四季の移り変わりが日本文化を
豊かにしてきましたが、さて、最近の気候変動は、一つ先の季
節を感じる日本人の感覚を、どう変えてしまうのでしょうか。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  
平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531
市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212
親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214
高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

◆消費生活相談（要予約）   毎週月～金曜日　午前10時〜正午、午後1時〜 4時
　　　　　　　　　　　　　消費生活センター（☎ 22-1101）
◆�人権相談・行政相談　�毎月第4火曜日　午後1時〜4時
　※ 6月・12月のみ第1火曜日　　於：総合福祉会館　広報広聴係（☎ 22-1101）
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課（☎ 22-1101）
◆母子父子相談　月･水･金曜日 午前8時30分〜午後5時15分 児童福祉係（☎22-1101）
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆法律相談（要予約）・毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　  　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
　　　　　　　　  ・毎月第1・3・4・5木曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　  　奈良弁護士会（☎ 0742-22-2035）
　　　　　　　　  　※相談日の2週間前から前日までに予約
◆司法書士の法律相談（要予約）　�毎週月曜日　午後1時〜4時 

社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月水曜日（第 １ 水曜日を除く）　午後1時〜4時　

　　　※事前に問い合わせてください。社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆健康相談・栄養相談（要予約）　�毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター（☎ 23-6661）
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午、午後1時

　　〜４ 時30分（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター（☎ 23-6661）
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時〜午後5時  青少年センター（☎ 23-1322）
◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室（☎ 23-1195）
◆女性相談（要予約）　�第1火曜日・第3金曜日　午前9時15分～午後0時5分 

�第2土曜日　午後1時～3時50分　人権施策課（☎22-1101）
◆住まいづくり相談　第3水曜日　午後1時〜4時10分

　　　　　 （第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）　営繕住宅課（☎ 22-1101）
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時〜 4時

　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部（☎22-5288）

　
写
真
は
、
昭
和
35
年
ご
ろ
で
す
。

竜
王
宮
の
前
で
北
を
向
い
て
い
ま

す
。
普
段
は
現
在
の
写
真
の
よ
う

に
、
車
通
り
の
多
い
道
路
で
す
が
、

当
時
の
写
真
で
は
、
工
事
中
で
自

動
車
が
写
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
人
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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